
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

主
な
で
き
ご
と

●
教
育
委
員
会
法
公
布
・
施
行

●
津
山
市
教
育
委
員
会
発
足

●
10
カ
村
（
田
邑
・
一
宮
・
高
田
・
神
庭
・
高
倉
・
高
野
・
河
辺
・

大
崎
・
広
野
・
滝
尾
）
が
津
山
市
に
編
入
合
併

●
勝
北
町
楢
が
津
山
市
へ
編
入
合
併

●
勝
央
町
堂
尾･

池
ヶ
原
が
津
山
市
へ
編
入
合
併

●
津
山
市
文
化
財
保
護
条
例
、
同
保
護
委
員
会
規
則
を
制
定

●
法
律
の
改
正
に
よ
り
、
任
命
制
に
よ
る
教
育
委
員
会
が
発
足

●
津
山
市
補
導
セ
ン
タ
ー
を
開
設

●
津
山
文
化
セ
ン
タ
ー
を
開
館

●
市
立
高
等
学
校
を
県
に
移
管
（
県
立
津
山
東
高
等
学
校
開
校
）

●
津
山
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
が
完
成

●
津
山
市
民
憲
章
を
制
定

●
ス
ポ
ー
ツ
振
興
都
市
宣
言
を
宣
言

●
箕
作
阮
甫
旧
宅
が
国
指
定
史
跡
に
選

定
●
岡
山
県
津
山
総
合
体
育
館
を
開
館

●
津
山
洋
学
資
料
館
を
開
館

●
市
立
図
書
館
、
中
央
児
童
館
を
開
館

●
青
少
年
健
全
育
成
都
市
宣
言

●
文
化
振
興
事
業
基
金
を
設
置

●
津
山
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
を
設
置

●
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー
鶴
山
塾
を
開
設

●
津
山
市
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
を
開
催
（
毎
年
開

催
）

●
第
１
回
津
山
国
際
総
合
音
楽
祭
開
幕

●
津
山
市
郷
土
博
物
館
を
開
館

●
津
山
っ
子
を
守
り
育
て
る
市
民
の
会
が
発
足

●
津
山
弥
生
の
里
文
化
財
セ
ン
タ
ー
を
開
館

●
西
東
三
鬼
賞
を
創
設

●
ア
ル
ネ･

津
山
に
市
立
図
書
館
、
市
立
文
化
展
示
ホ
ー
ル
、
音
楽

文
化
ホ
ー
ル･

ベ
ル
フ
ォ
ー
レ
津
山
を
開
設

●「
つ
や
ま
っ
子･

デ
ビ
ュ
ー
14
」
中
学
生
の
職
場
体
験
が
始
ま
る

●
市
内
19
小
学
校
で
地
場
産
材
を
使
っ
た
給
食
を
開
始

●
３
町
１
村
（
加
茂
・
阿
波
・
勝
北
・
久
米
）
が
津
山
市
に
編
入
合
併

●「
60･

15
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」「
挨
拶
運

動
」
を
実
施

●
津
山
食
育
推
進
計
画
を
策
定

●
津
山
市
戸
島
学
校
食
育
セ
ン
タ
ー
が

稼
働

●
げ
ん
ぽ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始

●
新
津
山
洋
学
資
料
館
を
開
館

●
津
山
市
教
育
振
興
基
本
計
画
を
策
定

●
津
山
市
教
育
委
員
会
発
足
60
周
年
記

念
式
を
開
催
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月
１
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昭
和
29
年

昭
和
30
年

昭
和
31
年

昭
和
36
年

昭
和
41
年

昭
和
45
年

昭
和
46
年

昭
和
47
年

昭
和
49
年

昭
和
52
年

昭
和
53
年

昭
和
54
年

昭
和
57
年

昭
和
58
年

昭
和
59
年

昭
和
60
年

昭
和
62
年

昭
和
63
年

平
成
２
年

平
成
５
年

平
成
11
年

平
成
13
年

平
成
15
年

平
成
17
年

平
成
19
年

平
成
20
年

平
成
21
年

平
成
22
年

平
成
24
年

　
　

11
月
１
日

学校給食の様子（昭和30年代）学校給食の様子（昭和30年代）授業の様子（昭和40年代）授業の様子（昭和40年代）運動会の様子（昭和50年代）運動会の様子（昭和50年代）

　津山市教育委員会は、昭和
23年の教育委員会法の公布・
施行により、昭和27年11月
１日に産声をあげ、60周年を
迎えることができました。
　現代の日本は、グローバル
化や少子・高齢化、家族のあ
り方など、教育を取り巻く状
況が大きく変化しています。

さらに、暴力行為・不登校問題や家庭・地域社会の
教育力の低下などのさまざまな課題が指摘され、学
力の向上や学習習慣の定着が一層求められています。
　このような中、津山市教育委員会では、本年度か
らの５年間を期間とする「津山市教育振興基本計画」
を策定し、津山市ならではの教育施策を推進してい
ます。
　この計画では「つなぐ力を育む～あなたとわたし、
学校・家庭・地域、そして世代を超えて～」を基本
理念として、就学前教育や義務教育、家庭教育、社
会教育の分野ごとに施策の方向性や主な取り組みを

掲げています。　
　特に学校教育では、学力の基礎・基本とも言われ
る知識・理解・技能・表現と共に、思考力・文章読解力・
論述力・批判的思考・課題解決的能力、そして、こ
の学力を支えるために学習意欲や知的好奇心、コミ
ュニケーション力、持続・集中力、生活習慣・学習
習慣の生きる力の育成を重視しています。
　次代を担う子どもたちが津山で育ったことに誇り
を持ち、勉強やスポーツ・文化活動に取り組み、自
分の夢に向かって一歩一歩、歩いて行って欲しいと
願っています。
　子どもの未来のためには、学校だけではなく、家
庭や地域など社会全体が教育に取り組むことが大切
です。豊かな自然環境や歴史・文化遺産、教育資産
を生かし、市民一人ひとりが、それぞれの立場から
豊富な経験・ネットワークを活かして、家庭や学校
をサポートするなど、津山市の教育がさらに良くな
り「教育都市・津山」と呼ばれるようになるため、
お力添えをいただきますようお願いします。
（津山市教育委員会発足60周年記念式式辞要約）

　11月１日、市役所にて、津山市教育委員会発足60周
年記念式を教育関係者約100人が出席して開催しまし
た。式では、まず、出席者全員による津山市民憲章の
唱和が行われ、続いて、居原田教育委員長の式辞や岸

本前教育委員長
のあいさつなど
がありました。
聞き入る出席者
は、これからの
教育行政の推進
に新たな決意を
胸にしたようで
した。

津山市教育委員会　教育委員長　居原田　洋子子どもたちの未来のために子どもたちの未来のために子どもたちの未来のために
　津山市では、昭和27年11月１日に津山市教育委員会が発足し、その後、幾多の法律の改正や
制度の変更に伴い、組織を変化させ、現在に至っています。
　そして、今年11月１日、発足60周年を迎えました。

出席者全員で津山市民憲章を唱和

60周年を迎えました　津山市教育委員会60周年を迎えました　津山市教育委員会特集
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